
　東京ではこの冬，乾燥した日が続き，寒さも
厳しい毎日となっています。そんな中，恒例と
なりました「ガラス産業連合会（GIC）新年会」
が，2019 年 1 月 25 日（金）に東京都千代田区
の如水会館にて開催されました。ガラス産業連
合会は 2000 年 3 月に設立され，この新年会は
今年で第 19 回目となりました。今年も経済産
業省，学界，会員企業，関連団体，報道機関等
総勢 352 名の参加があり，昨年をやや上回る多
くの方による盛況な新年会となりました。
　この新年会は，ガラス産業連合会に所属する
板硝子協会，硝子繊維協会，一般社団法人日本硝
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子製品工業会，日本ガラスびん協会，電気硝子工
業会，一般社団法人ニューガラスフォーラムの 6
団体で主催しており，今年は硝子繊維協会の津
田通利専務理事の司会により行われました。
　加盟 6 団体の，フランシス・ショレー硝子繊
維協会会長（マグ・イゾベール株式会社代表取
締役社長），島村琢哉板硝子協会会長（ＡＧＣ株
式会社代表取締役社長執行役員 CEO），小林善
則電気硝子工業会会長（ＡＧＣ株式会社常務執
行役員電子カンパニープレジデント），岡本毅
日本硝子製品工業会会長（岡本硝子株式会社代
表取締役社長），齋藤信雄日本ガラスびん協会

左から、硝子繊維協会、板硝子協会、電気硝子工業会、日本硝子製品工業
会､ 日本ガラスびん協会の各会長（ニューガラスフォーラム会長はご欠席）
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会長（東洋ガラス株式会社相談役）の各会長紹
介（鈴木洋ニューガラスフォーラム会長（ＨＯ
ＹＡ株式会社取締役代表執行役最高経営責任
者）はご欠席）に続き，ガラス産業連合会のフ
ランシス・ショレー会長から挨拶がありました。
挨拶の要旨は次の通りでした。

　昨年の日本国内は緩やかな景気回復を維持
し，今年の 1 月には「いざなぎ景気」を超え，
戦後最長を更新している。しかし，国際的には，
米中対立や英国の EU 離脱問題など多くの課題
を抱えている。その中でガラス産業の共通課題
としては，環境や省エネに関する課題であり，
最近ではリサイクルに関する課題も重要なテー
マである。ガラス産業連合会では，2000 年 3 月
の設立以来，会員 6 団体が一致団結し，環境問
題や省エネ問題を中心に，官庁・学界の皆様の
ご指導の下で活動を行っている。環境対応の活
動では，産業における資源リサイクルに関する
情報調査を行っており，ISO や REACH など欧
州の化学物質規制の動向や環境に関する法規
制，環境指標などガラス業界としての情報提供
を行っている。また，国際ガラス会議が昨年 9
月に 4 日間にわたって開催され，世界約 30ヶ国
から 600 名近い参加者が集まり，ガラス産業連
合会として協力させて頂いた。省エネ関連で
は，2020 年の省エネ基準適合義務化については
遅れ気味の状況にある。COP21 にて CO2 削減
目標を達成するには立ち止まっている場合では
ない。この遅れを挽回すべくガラス産業連合会
として，各関連団体はパブリックコメントを通

してさらなる提案をし，各会員企業が従来行っ
ている省エネ適合商品の普及の加速に注力する
ことが重要。また古くて新しいテーマとしてガ
ラスリサイクルがある。ガラスびん協会は全国
約 2,600 カ所にリサイクル拠点があり，マテリ
アルリサイクルの仕組みが構築されている。一
方，自動車ガラスや太陽光パネルのガラスにつ
いては，まだ多くの課題が残っている。年間 20
万トン以上のガラスカレットをリサイクルして
いるグラスウール業界を始め，ガラス産業連合
会としては，今後前向きに仕組みつくりに協力
していきたい。他方，専門家や研究者だけでな
く，一般の方々への情報発信として，ホーム
ページのリニューアルや 2016 年から参加した

「青少年のための科学の祭典」での関連ガラス製
品の認知度向上に取り組んでいる。本年もガラ
ス産業連合会では，共通の課題である環境問
題，成長戦略としてのプロセス関連技術や新材
料関連技術といった技術開発，それと同時に，
ガラスをもっと消費者の皆様に親しんで頂くた
めの広報活動に，産・学・官の連携を一層充実
させ，社会の貢献に引き続き務めていくので，
変わらぬご支援，ご協力をお願いしたい。
　次に，ご来賓代表として，上田洋三経済産業
省大臣官房審議官からご祝辞があり，その要旨
は次の通りでした。

　国内では，今年 10 月に消費税が 10% に引き
上げられる見通しであるが，国民生活や経済活
動に混乱が生じないよう様々な対策を講じてい
きたい。世界に目を向けると，保護主義的な動き

67

NEW GLASS Vol. 34 No. 126 2019



が広がっていく中，日本は自由貿易の旗手とし
て主導的な役割を果たす必要がある。昨年末に
発効した TPP11 のさらなる拡大を目指し，ま
た，今年 2 月に発効予定の日欧 EPA などを活用
した企業の海外展開を積極的に支援していきた
い。我が国経済は大きな変革期に直面しており，
AI，IoT などを活用した最先端の技術の進展に
より，産業やものつくりのあり方そのものが大
きく変わろうとしている。このような状況の下，
我が国が世界に対して，新たなモデルを示して
いけるよう経済産業省としても，“Connected 
Industries”の実現など世界をリードする挑戦
に，産業界の皆様とともに果敢に取り組んでい
きたい。ガラスの業界では，少子高齢化と人口
減少による国内ガラス需要の減少という課題が
ある。しかし，足下では，2020 年の東京オリ・
パラや都心の再開発など，地域限定的ではある
が，堅調に推移している。新規着工に加えて，建
て替え需要を取り込み，複層ガラスなどの省エ
ネ効果の高い製品や防犯・防災面で優れた強化
ガラスの普及が重要である。自動車産業は 100
年に 1 度の大変革期を迎えており，例えば，コネ
クテッド化，5G 対応など高機能ガラス需要も想
定されるため，このようなチャンスを踏まえて，
第四次産業革命を牽引する素材開発の取り組み
に期待したい。地球温暖化対策については，ガ
ラス産業連合会では，断熱性の高いグラスウー
ルや窓ガラスの消費者への普及・啓発を推進頂
いている。本年 6 月には大阪で G20 が開催され
る。SDGs や ESG 投資といった国際的な潮流も
一層活発化してきており，地球環境問題につい
てもイノベーションにより解決できるよう日本
も積極的に発信していきたい。経済産業省とし
ても引き続き，国土交通省，環境省との連携事
業である「ネットゼロエネルギーハウス」の導入
支援等を通じて，企業の積極果敢な取り組みの
後押しをしていきたい。
　その後，齋藤信雄ガラス産業連合会理事か
ら，ガラス産業連合会は 6 団体が結集して活動
を進めている団体で，様々なガラスを市場に供

給している他には無い団体である。今一度，ガ
ラス産業連合会のキャッチフレーズである「ガ
ラスは人に優しい，ガラスは地球に優しい，ガ
ラスには未来と夢がある。」を思い起こし，ます
ます発展するよう尽力したい，との挨拶と乾杯
の発声により歓談となりました。

　午後 5 時から始まった今年のガラス産業連合
会新年会は瞬く間に時間が経過し，最後に，平
尾一之ガラス産業連合会理事による，以下のよ
うな中締めの挨拶がありました。

　折角の機会なので，3 点ほどお話ししたい。⑴
昨年 9 月に開催された ICG は，海外からの 212
名を加えて 600 人近い参加者で盛況だった。ガ
ラス産業連合会の協力も得てすばらしい年会と
なった。日本のガラスの底力を見せられたと考
える。2025 年には（年会ではない）国際ガラス
会議開催の立候補も考えている。開催すること
になれば，また，ご支援，ご協力をお願いした
い。日本はガラスでは世界トップレベルにある
ので，開催する責務も必要と考えている。⑵現
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在，セラミックス協会会長であるが，今年 6 月
には 2 年が経過する。次期会長は正式には未決
定であるが，会長が交替しても，今後もご支援
をお願いしたい。⑶ 2030 年に向けて SDGs を
意識した活動を行いたい。各企業でも活動を進
めると思うが，ガラス産業連合会でも智恵を集

め，SDGs の目標を掲げて取り組みを進めたら
良いかと思う。
　「産・学・官」の連携のもとで，各分野の取り
組みを進め，かつ，来年も盛大なガラス産業連
合会新年会が開催されることを祈念したいと思
います。
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